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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会や単産に送って下さい

世論だましの発言に惑わされず、

完全断念まで首相を追い詰めよう

　福田首相は消費税増税に関して、６月17日、「決断のとき」と発言した後、23日には「２～３年で判断したい」と内容を後退させ、閣僚や与党幹部からも「来年度は困難」との発言が相次いでいます。しかし、「骨太方針２００８」では「消費税を含む税制の抜本的改革」を「早期に実現する」と明記。７月はじめから自民党、公明党の税制調査会が前倒しの議論を開始し、９月には日本経団連の「税制改正要望」も出されます。
いま大事なことは、世論を沈静化させようとする発言に惑わされず、福田首相に「増税断念」をはっきりと言明させ、政府と与党の税調答申に増税を盛り込ませない、増税法案をつくらせないところまで、追い込むことです。そのために、総選挙を視野に、宣伝、対話、署名を推進し、8月末から始まる臨時国会での行動を重視して国会議員要請・地元事務所要請、自治体請願、団体懇談など、この夏からこれまでの枠を超えた運動を展開していきましょう。
この秋、地域からの運動を巻き起こし11月に中央集会を
＜中央各界連が運営団体会議開く＞

６月１９日に開いた運営団体会議では、首相の増税発言にも見られるように、増税論議とキャンペーンがすでに始まっており、「増税答申を出させない」「増税法案を出させない」ことを目標に、攻勢的な運動を推進していくこと、この半年が正念場であり、消費税廃止各界連の出番であることを確認しました。当面の運動の重点として、以下を確認しました。

１、07年からの累計で年末までに１０００万署名を達成

２、11月12日（水）に日比谷野音での集会を開き、秋の運動の全国的な山場とする（日比谷野音を昼、夜、確保。今後、他の共闘団体とも内容を協議し、憲法・派兵恒久法などが加わって幅広くなる可能性も検討に入れる）

３、地域で学習、宣伝、ちょうちんデモなど多彩な行動を広げる中で、県またはブロック別の地域各界連の交流会などにも挑戦し、年末までに６００を結成・再建をめざす

　４、総選挙を念頭に国会要請、地元事務所への要請をつよめる（９、10月に国会要請を計画）

５、団体懇談、地方自治体請願をすすめる

　６、新しいチラシ、横断幕などを作製　

　７、中央での著名人アピールを推進する
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消費税増税とんでもない、増税勢力に痛打を＜中央各界連の宣伝＞
　中央各界連は６月24日、７団体20人が買い物客らでにぎわう東京・ＪＲ新宿駅西口前で宣伝・署名行動を行い、増税反対を訴えました。福田康夫首相が消費税増税を打ち出すなか、日本共産党の小池晃参院議員は「消費税増税反対の世論を政府・与党に突き付けよう」と訴えました。また、全商連の西村さん、保団連の金指さん、農民連の上山さん、新婦人の上野さん、年金者組合の松岡さんらが「政府は昨年消費税を増税する計画だったが、国民の声と運動が断念させた。不公平な税金をこれ以上許さないため、署名に協力を」と呼びかけました。

　多くの人が次つぎに立ち止まって署名に応じ、怒りを表明しました。「消費税は絶対反対」と署名したのは杉並区に住む野中和子さん（80）。「心臓の持病があるが、通院も節約の対象です。食品も値上がりしてこれ以上の負担増には耐えられません」と怒り心頭でした。商社マンの男性（58）は「もう増税が決まったかのように言うマスコミ報道はおかしい。商売も生活も大変なときに、横からかすめとるようにとる消費税には反対」と署名しました。新宿区の出版社の社長（57）は「湯水のように使っている税の使い方を見直すことが先決。消費税が上がれば景気も悪くなって中小業者はバタバタつぶれる」と批判しました。
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※各地の各界連の行動を知らせるニュースを送ってください。記事、写真をメールで送信いただければ、ＨＰにも掲載していきます。















